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ー 要 旨 集 ー

変わりゆく環境と私たちの健康変わりゆく環境と私たちの健康

入場無料



ご あ い さ つ

　私たちの健康は、遺伝やライフスタイルによっても影響を受けま

すが、それらと同程度あるいはそれ以上に環境の影響を受けます。

人間の活動が発展・拡大し続ける現在において、私たち自身の様々

な活動は気候変動、化学物質による大気や水の汚染、生態系の

異変など、時には地球規模に及ぶ環境問題を引き起こし、その

結果として私たちの健康にも影響が及んだり、及ぶことが予想

されたりしています。 

　本シンポジウムでは、私たちの活動がどのようにして環境の

（急速で大規模な）変化を招くのか、また、環境変化は子供から

大人まで私たちの健康にどんな影響を与えているのか、研究所で

実施されてきた研究の成果を中心にお話し、皆さんとともに考えて

みたいと思います。多くの皆様のご参加を心よりお待ちいたします。

国立研究開発法人  国立環境研究所

渡辺 知保  理事長
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プ ロ グ ラ ム

ポスターセッションの要旨は7ページより

北九州会場

開　　場

ポスターセッションⅠ   
開会挨拶   

講　　演   

　

パネルディスカッション

閉会挨拶

ポスターセッションⅠⅠ

「子どもの環境保健 －わたしたちの未来について－」
「子どもの健康と環境に関する全国調査 －エコチル調査から研究成果の紹介－」

「身の回りの製品に含まれる化学物質のちょっと気になる話」
「人の温度と地球の温度 －私たちは地球温暖化の暑さに適応できるか？－」

「外来生物および人獣共通感染症がもたらす健康リスクとその管理 －ヒアリとマダニを例に－」 

国立環境研究所理事長　渡辺 知保

…………………（環境リスク・健康研究センター）  中山 祥嗣

…………………………………………（環境リスク・健康研究センター）  山崎 　新
……（資源循環・廃棄物研究センター）  梶原 夏子

…………………………………………（社会環境システム研究センター）  高倉 潤也

…………………………………………（生物・生態系環境研究センター）  五箇 公一

「子どもの環境保健 －わたしたちの未来について－」
「子どもの健康と環境に関する全国調査 －エコチル調査から研究成果の紹介－」

「身の回りの製品に含まれる化学物質のちょっと気になる話」
「人の温度と地球の温度－私たちは地球温暖化の暑さに適応できるか？－」

「外来生物および人獣共通感染症がもたらす健康リスクとその管理 －ヒアリとマダニを例に－」 

…………………（環境リスク・健康研究センター） 中山 祥嗣

…………………………………………（環境リスク・健康研究センター）  山崎 　新
……（資源循環・廃棄物研究センター）  梶原 夏子

…………………………………………（社会環境システム研究センター）  高倉 潤也

…………………………………………（生物・生態系環境研究センター）  五箇 公一

11:30

11:40～12:45

12:45～

12:55～15:55

　

15:55～16:45

16:45～

16:50～17:30

国立環境研究所理事　森口 祐一

東 京 会 場

▼
▼

開　　場

ポスターセッションⅠ    

開会挨拶   

講　　演   

閉会挨拶

ポスターセッションⅠⅠ

国立環境研究所理事長　渡辺 知保

11:30

11:40～13:00

13:00～

13:10～16:00

16:00～

16:05～17:00

国立環境研究所理事　森口 祐一

北九州会場では、講演者と有識者を交えた意見交換のセッションを予定しています。

※プログラムの内容は、一部変更となる場合があります。
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環境リスク・健康研究センター　中 山　　 嗣

1
講 演

子どもの環境保健 －わたしたちの未来について－子どもの環境保健 －わたしたちの未来について－

　私たちは、常に、周りの環境からの影響を受けながら生きています。この

場合の環境は、空気や水、食事など、体の中に取り込むものから、建物や

気温、湿度、都市や田舎の空間、身の回りの製品など、私たちが都度接して

いるもの、さらには、家庭や学校、職場など、人どうしの関わりあいも含みま

す。私たちは、家庭の収入や教育歴、あるいは微生物、そういう私たちが

生きていく上で関わるすべてのもの（＝環境）から、影響を受けます。私たち

が私たち自身を作り上げる胎児や小さな子どもの時期（＝発達期）は、体の

様々な器官が形成される重要な時期で、この時期の環境の影響は、大人になってから現れることが

あることが知られています。子どもが発達期（胎児期や幼児期、小児期）に接する環境を調べ、その

子どもたちや大人になってからの影響を調べることで、発達期の環境をどのようなものにすれば、

より健康に生きることができるかを知ることができます。

　このように、私たちが環境に接すること、さらされることを、「ばく露」といいます。私たち国立

環境研究所では、子どもたちがどのような環境にばく露しているかを、できるだけ詳しく調べるため

の研究を行っています。特に、母親を通じた胎児期や幼少期のばく露について、質問票による調査

法の検討や、血液や尿などの生体試料を用いた推計法、土壌やほこりなどの環境試料の測定、その

他さまざまな手法を用いて研究を進めています。このように、周りの環境が子どもたちの健康と

発達にどのように関係するかを調べることによって、未来の子どもたちが健やかに成長できる環境

をまもりはぐくむ「根源予防」に貢献します。

予防医学のピラミッド
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エコチル調査コアセンター　山 崎　新

2
講 演

子どもの健康と環境に関する全国調査 
－エコチル調査から研究成果の紹介－
子どもの健康と環境に関する全国調査 
－エコチル調査から研究成果の紹介－

　子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）は、環境が子ども

の健康にどのように影響するのかを明らかにし、子どもたちが安心して

健やかに育つ環境をつくることを目的に、2010年度に開始された疫学

調査です。胎児期から小児期に取り込んだ環境化学物質が子どもの健康と

成長に及ぼす影響を明らかにするため、全国で約10万組の親子に参加して

いただき子どもたちが13歳になるまで追跡調査を行います。エコチル調査

は、国立環境研究所に研究の中心機関としてコアセンターを設置し、日本の

各地域で調査を行うために設置した15のユニットセンター（大学や医療機関）や関係機関が協働し

て実施しています。この調査も開始後10年度目となり、今年度は最も早く生まれた子どもたちが

小学校2年生になりました。

　調査で得られたデータは膨大で、データの整理や分析に多くの時間を費やしましたが、ようやく

お母さんが妊娠中の環境要因（血液中の金属類の濃度など）と、赤ちゃんが生まれてきたときの

健康（出生時の体格など）との関連性の分析ができるようになりました。

　エコチル調査はありのままを観察するスタイルの研究（観察的疫学研究）なので（図）、高度な

統計解析技術を用いて慎重に研究の成果を解釈することが必要です。エコチル調査の研究成果は

科学雑誌に掲載されることを基本としているので、科学雑誌の編集委員会などで内容について

チェック（査読）されています。本講演では、そのような過程を経て発表された研究成果について

紹介いたします。

疫学調査（要因と健康との関連性を分析するためのデータサイエンス）の基本的な枠組み
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資源循環・廃棄物研究センター　梶 原　夏 子

3
講 演

身の回りの製品に含まれる化学物質のちょっと気になる話身の回りの製品に含まれる化学物質のちょっと気になる話

　私たちの研究グループは、生き物や環境に何らかの悪い影響を与える、

あるいは悪い影響を与える可能性があるとして、国内外で規制対象となって

いる化学物質や、将来的に規制対象に含めるべきか国際的に検討されて

いる化学物質を研究対象としています。今回の講演では、火災発生時の

燃え広がりを遅くするために、プラスチックなど燃えやすい性質をもつ素材

に添加されている「難燃剤」についてお話しします。

　私たちの生活にはプラスチック（樹脂）製品があふれています。そのうち、

テレビケースやカーテン、寝具、建材、車の内装など火災の影響を受けやすい製品には難燃剤が

添加されています。難燃剤には多くの種類がありますが、ポリ臭素化ジフェニルエーテル
（polybrominated diphenyl ether: PBDE）およびヘキサブロモシクロドデカン（hexabromocyclododecane: 

HBCD）という二つの物質群については、環境中で分解しにくく、生物の体内に蓄積しやすいなどの

性質が明らかとなり、近年、残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約（POPs条約）で

新たな製造および使用が原則禁止されました。しかしながら、規制化学物質の新たな使用が禁止

されたとしても、既に流通している規制化学物質を含む製品については使用が継続される場合

があります。とくに建材や家具、家電製品などは一般的な日用品や雑貨よりも製品寿命が長い

ため、家庭などに長期間とどまることになります。全ての製品はいずれ廃棄されますが、その際に、

リサイクルや焼却、埋め立てなどの処理に伴って規制化学物質が環境中に放出されることは避けな

ければなりません。規制化学物質の焼却処分による分解実証試験や、使用済み製品中の規制化学

物質の含有状況、再生製品への混入事例などをご紹介します。

製品のライフサイクルを通じた化学物質の挙動
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社会環境システム研究センター　高 倉　潤 也

4
講 演

人の温度と地球の温度 －私たちは地球温暖化の暑さに適応できるか？－人の温度と地球の温度 －私たちは地球温暖化の暑さに適応できるか？－

　地球温暖化と聞いても、まだ、どこか遠い世界の話と思っている方は少な

くないと思います。しかし、地球温暖化が進めば、私たち自身の体や生活に

も直接影響を与える可能性があります。たとえば、気温が上昇すると単に

暑いと感じるだけでなく、体温を適切な範囲に保つことが難しくなり、熱中

症などにかかる危険性が高まります。昨年（2018年）の日本の猛暑は記憶

に新しいと思いますが、地球温暖化が進めば、昨年のような、あるいは、

さらに厳しい猛暑がより頻繁に起こるようになると予想されています。

　熱中症を避けるためには、暑いときにはエアコンの効いた室内でじっとしている、というのは

賢い選択肢です。一方で、暑いからといって世界中の人たちが外で活動することをやめてしまった

ら、世の中は立ちゆかなくなります。地球温暖化が進んでしまった世界で生きていくためには、私た

ちの生活スタイルや社会のあり方を変えることが必要になります。これは、地球温暖化に対する

「適応」と呼ばれ、地球温暖化そのものを防ぐ対策である「緩和」と並んで、その必要性が重視

されるようになってきています。しかし、地球温暖化によって更に厳しくなる暑さに対して、具体

的にはどのように適応すればよいのでしょうか？

　発表者は、熱中症を防ぐという観点での地球温暖化に対する適応について研究を行ってきました。

本講演では、その研究内容について紹介し、私たちが地球温暖化にどのように向き合っていけば

よいかについて考えたいと思います。

日中に熱中症の危険を避けて安全に活動できる時間の割合
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生物・生態系環境研究センター　五 箇　公 一

5
講 演

外来生物および人獣共通感染症がもたらす健康リスクとその管理

 －ヒアリとマダニを例に－
外来生物および人獣共通感染症がもたらす健康リスクとその管理

 －ヒアリとマダニを例に－

　近年、グローバル化と環境改変が急速に進む中、外来生物の分布拡大が

地球環境問題の一つとされますが、外来生物は生態系や生物多様性のみな

らず、人間の健康に対しても脅威をもたらす存在となっています。

　例えば2017年の夏には、南米原産の毒アリであるヒアリの日本上陸が

報じられ、日本中がパニック状態に陥りました。本種は強い毒針を持って

おり、人間も刺されると激しい痛みを生じるとともに、アレルギー体質の

場合、全身症状（アナフィラキシーショック）を引き起こして、最悪死に至る

とされる危険なアリです。万一、この外来アリが日本国内に蔓延したら、安心して野外で遊ぶことも

できなくなります。

　グローバル化と環境改変の進行は、さらに深刻な生物学的リスクをもたらします。それは感染症

の流行です。2014年に熱帯性デング熱の感染が東京都内で流行して大きな騒ぎになったことは

記憶に新しい事例です。デング熱ウィルスは蚊によって人から人に伝染する病気ですが、このウイ

ルスを保有する海外からの渡航者が日本国内で蚊に刺されたことによって、国内での感染が

拡大したものと推測されています。こうした感染症の持ち込みは、今後、渡航者の増加とともに

さらに増大するものと予測されます。

　また、環境の変化によって本来野生生物の世界に留まっていた感染症が人間社会に拡大する

ことも懸念されます。近年、シカやイノシシなど野生動物が人間の生活空間にまで分布を広げて

いることに伴って、マダニが媒介するSFTSなどの自然界に潜伏していた病原体が、急速に身近に

迫ってきていることが問題となっています。

　本講演では、これらの人の健康に対する生物学的リスクについて国立環境研究所の取り組みを

中心に最新の情報を紹介したいと思います。

野生動物・外来動物・ペット動物を介して人間生活に迫るマダニ媒介性感染症
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ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ンポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の概要
エコチル調査でこれまでにわかったこと
ヒ素汚染による健康影響を血液DNAで検出する方法の開発
微小粒子状物質（PM2.5）の現状と人への健康影響
廃棄物に含まれる残留性有機汚染物質を測る 
―新規規制対象の短鎖塩素化パラフィン―
土壌中の有害物質の由来を判別する新手法
化学物質のフロー・環境排出量把握へのPRTRデータの活用
河川水中に溶けている放射性セシウム濃度の特徴
環境標準物質 ―環境分析の信頼性を確保するために―
環境DNAを用いた絶滅危惧淡水魚類の生息適地に関する時空間解析 
―森里川海の絆の再生―
アオコ形成藻類の遺伝子解析からわかったこと
分散型エネルギーマネジメントを導入した環境まちづくり計画
社会経済制度の質が高いほど、自然資本は減りにくいと言えるか？
あなたの家庭から排出されるCO2はどのくらい? 
―日本の家庭からのCO2排出量の時空間分布―
都市から排出されるCO2と熱の起源を大気モニタリングでとらえる
東アジア地域のメタン排出源を監視する
大気汚染と気候変動の関係を探る 
―短寿命気候汚染物質の観測とモデリング―
地球の息吹をとらえる 
―人工衛星「いぶき」のデータによる温室効果ガス吸収排出量の推定―
海洋観測に基づく日本海における気候変動影響の検出
いまなぜ気候変動適応なのか？ ―気候変動適応センターの設立―
地球環境を診察し、アドバイスする ―地球環境研究センターの取り組み―
聞きます、話します、つなぎます、環境のこと

（内容は一部変更となる場合があります）
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